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～生駒市の公民連携の活性化に向けて～

データやAIを活用した
行政・地域課題特定の仕組み構築



生駒市について

：115,533人（令和８年６月）

：52,317世帯（令和８年６月）

：53.15 ㎢

：3,022事業所（令和３年度）

・人口

・世帯数

・面積

・事業所数

生駒市 基本情報

大阪に近接した住宅都市（大阪難波まで電車で20分）

奈良県



生駒市について

・大阪の「ベッドタウン」である住宅都市

・奈良先端科学技術大学院大学（奈良先端大）等の

学術研究や研究を活かしたビジネスの展開

・宝山寺や高山茶筌など、

歴史文化資源による観光や交流



生駒市 公民連携推進課について

・「協創対話窓口」の運営等による公民連携の推進

・奈良先端大との連携

・企業等との連携協定の推進

により、多様な主体が連携し、地域・行政課題の解決や、地域の発展の

ための新たな価値を生み出すことをミッションとしています。

公民連携推進課です！

生駒市役所の公民連携のワンストップ窓口

として、スタートアップとの連携にも

注力しています！



現状の取り組み

・生駒市では、公民連携のワンストップ窓口「協創対話窓口」を通じて、行

政・地域課題の解決に取り組んでいる。

• 対話を通し、行政と民間、互いの強みをかけ合わ

せる「協創」によって課題解決や新たな価値創造

に取り組んでいる。

• 民間事業者等が自由に提案できる「フリー型」、

市が課題を提示する「テーマ型」がある。

現状の取り組み

フリー型

テーマ型



課題の背景

・民間事業者等からの連携提案数は増加傾向にあるが、なかなか事業化に至らない。

・提案数は増えているが、多種多様な提案を精査しきれず、マッチングの精度が

下がっている。



民間事業者からの直近の提案例（事業化したもの）

年
度

提案者 提案概要 関係課 提案種類

令
和
７
年
度

（株）skyer ドローンによる、農地での有害鳥獣の追い払い 農林課 テーマ型

オールサム（有）
コーヒー豆の麻袋に木タールやカプサイシンを染み込ませ
て獣害対策に活用

農林課 テーマ型

（株）Another Works 複業人材を活用した自治体の行政課題解決 人事課 フリー型

令
和
６
年
度

（株）ジチタイワークス
アプリ活用による、技術職員の減少・高齢化に伴う「現場
ナレッジ」の蓄積及び「業務効率化」

施設マネジメント課 フリー型

NTTコミュニケーションズ
（株）

認知症月間における電話とAIを活用した脳の健康チェック 地域包括ケア推進課 フリー型

Institution for a 
Global Society（株）

NFTを活用したデジタル・リスキリング講座 生涯学習課 フリー型

（株）SciEmo
コミュニケーションエンゲージメントアプリによる子ども
たちの読書体験の向上

図書館 テーマ型



課題

・現在、公民連携は新しい分野のため、庁内で詳しい人材も少なく、

人事異動等があるとノウハウが組織で継承されにくい。

・潜在的な社会課題や課題の本質に気づく必要があるが、過去の実績や

外部環境を踏まえての分析が乏しく、俯瞰して課題の本質を特定できていない。

・提案の有効性に気づけないまま、機会ロスを起こしている可能性もある。



取り組みたい共創テーマ

データやAIを活用した

行政・地域課題特定の仕組み構築



共創アイデア例

取り組みたい共創テーマ

顕在化する課題のみならず、潜在的な課題の特定や本質的な課題の解決の

ための仕組み構築に向けたパートナーを募集をします。

データ、AI等の活用による潜在的・本質的な課題の特定システム構築
（公民連携マッチングシステム）

＃市民の声や世の中のトレンド
＃市役所内に蓄積されたデータ活用
＃AIによる分析、未来予測



提供可能なリソース

当市のこれまでの取り組みや保有の実証フィールドを提供いたします。

• Just DB等との連携により、協創対話窓口の実績や各課の課題など、公民連携に関わる各種データ

の活用

本市保有のデータ活用01

市内の事業者や学術研究機関等との連携02

市HPやSNS、広報誌などを通じたプロモーション機会03

• 連携協定先や奈良先端科学技術大学院大学等、ならコープ、イオンモール奈良登美ヶ丘との連携

• 市内だけでなく、他自治体へのPRも



中長期で目指す姿

公民連携マッチングシステムの
プロトタイプ作成・試行

2026

2029～2030

2027～2028

新システム本格導入によるデータの
蓄積、分析。課題の解像度を上げマ
ッチング精度向上。

潜在的・本質的な課題の更なる特定・
分析により、多様な主体が有機的に市
の協創に加わり、様々な活躍の機会が
創出されている。



12

全国的に公民連携が広がっていく中、
生駒市の実績、経験を活用し、

有意義な公民連携の取組を創り出す
仕組みを共に開発しましょう！

MESSAGE


